
令和２年年９月７日朝礼 

施設長 桑原英眞 

 

当館の新型コロナウイルス感染症（COVID-19）対策について―その３ 

 

お盆シーズンが終わって 3週間経ちました。もう群馬県でもどこで発生してもおかしくない蔓延期に

入っていますが、幸い今の所大きな第二波は来ていないようです。 

これからは、疑い者との濃厚接触の有無にかかわらず、体調がいつもと違い新型コロナの心配があれ

ば遠慮なく申し出て出勤しないで休むということが職員一人一人の心構えとして大切になってきまし

た。そして、適宜の手指消毒・マスク着用・部屋の換気・3密回避が大前提であることを忘れないよう

にしましょう。そして最も大事なことは全職員の情報共有で、同じ方向を向いての多職種協働です。 

 

各自の体調管理の 

目安は、前月の朝礼 

で配布した面会者 

健康チェック表に 

準じて考えて頂け 

ればよいでしょう。 

これが守れれば、万 

一誰かが罹ってし 

まっても館内二次 

感染は防げる可能 

性が完璧ではあり 

ませんがより高く 

なります。 

恐れ過ぎず、気を 

緩め過ぎず、業務 

にあたりましょ 

う。 

左は、2週間毎の

最新の議事録です。

この趣旨を口頭で

捕捉説明致します。 

 

 

臨時感染症対策委員会（新型コロナ対策会議）議事録 R2.8.31 (月) 

老人保健施設一羊館の理念 

利用者の方々すべてに尊厳・安心・満足を！ 

 

一羊館の行動指針 

私たちは、保健・医療・福祉の架け橋のプロに徹します。 

私たちは、利用者の QOL・職員の QOL・健全経営の３立を目指します。 

私たちは、質向上のために日々の小さな工夫を忘れません。 

話合いの３原則：  

①相手の意見は決して否定しないでしっかり聞きます。 

②自分の意見はしっかり言う。ポジティブ表現で言います。 

③正解は一つではないことを自覚して自制します。 


